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快適＆爽やか♪吸汗速乾 ドライメッシュTシャツ 

生地裏 生地表 

ドライメッシュ素材 

左胸 拡大 

（キャムシート加工） 

カラー：全４０種類 

サイズ 

 １００センチ～１５０センチ 

 SS～５L ご注文は、 

おくうら夢のまちづくり協議会 

７３－０９３９ 

NEW 

 

Q：なんの杖があれば歩きはさゆっとばってん、杖ば持って、荷物ば持ってってなったら

1人じゃようと歩まえんけん、行こうごてあっても考ゆっとさ…。 

A：買い物送迎バスには支援員が同乗致します。バスの乗り降り、買い物時の引率も行い

ますので遠慮なくお気軽にご相談ください。 

 

宅配・送迎の 

買い物支援 

★買い物送迎支援 お店での買い物時間は１時間。ゆっくり買い物ができます。

(協賛金500円/1回) 

★買い物宅配支援  【週1回の宅配】 木曜：注文 → 金曜：配達  

(登録料500円/月) 

買い物の行先は、ご希望に応じてバリュー

かシティーモール。 

ドライバーに伝えて頂けたら、お買い物 

したい店で降車可能。 

買い物支援員もいるので、 

1人でも持てない荷物も安心

してお買い物ができます。 

自分に合った分量の商品をお買い物。 

しっかり、じっくり欲しい物を欲しい分だけ。 

ドライバー・買い物支援員 （連絡：奥浦出張所 ７３－０９３９） 
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赤トンボを見かけると、秋の訪れを感じますね。 

しかし、これは正しい呼び名ではありません。「赤トンボ」という名前のトンボは存在しないのです。 

普段私たちが「赤トンボ」と呼んでいるのは、たいていの場合「アキアカネ」のことを指します。 

9月から10月にかけて、平地でよく見られるのが「アキアカネ」ですが、赤いトンボは「アキアカネ」 

だけではなく、種類が多いためこれらを総称して「赤トンボ」といいます。 

「アキアカネ」の活動はゴールデンウィークの頃から始まっていて、6月ごろ平地で羽化(幼虫＝ヤゴ 

から成虫になる)して、すぐに山地など涼しいところに移動します。 

そして、涼しくなった秋ころ平地に戻ってきているそうです。 

奥浦で人口が多い年代は？ 

男性：６０～６４歳 ５６人  女性：７５～７９歳 ５２人 
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8月6日（月）五島市消防本部3階大会議室で、民泊会員の皆様がしっかりとした知識を持ち、  

より良い状態で民泊受入ができるようにアレルギー講習会と安全管理講習会が行われました。 

 

まず最初に、長崎大学離島医療研究所の延末謙一先生より食物  

アレルギーについての講習会が行われました。 

中でも、アナフィラキシーについて詳しく説明して頂きました。 

民泊先での食物アレルギーの対応の基準は、学校等の集団給

食の食物アレルギー対応に準じ、完全除去が基本です。 

しかし、だしや調味料に含まれるアレルギー食品はごく少量 

しかないため、給食でも使われています。 

それでもアナフィラキシーショックが起こったら、まず救急車を呼ぶ。 

エピペン注釈があればエピペン注射を行う。しかし、基本自己注射が原則。 

自己注射が出来ない場合もあるが、注射を行うことが出来るのは保護者、教職員、保育士、   

救急救命士のみなので、民泊先の方々は絶対に行わない。との事でした。 

 

次に五島市消防本部消防職員皆様より、AED

を使った救命処置の仕方を教えて頂きました。 

説明を受けた後グループに分かれ、練習用マネ

キンを使った実践練習を行いました。 

 

長崎大学 

 離島医療研究所 

 延末謙一先生 

耳元で「大丈夫ですか」、 

「もしもし」と呼びかける。 

近くの協力者に指名で、（誰かがしてくれるだろうを防ぐ） 

「あなたは、１１９番通報をお願いします。」 

「あなたは、AEDを持ってきてください。」とお願いする。 

片手は額へ、もう一方の手の人差し指と中指

を下あごに当て、頭を後ろにのけぞらせる。

しっかりと気道の確保ができていないと空気

を肺まで送ることが難しい。 
胸や腹部の膨ら

みを確認しなが

ら行います。 
胸の真ん中を、重ねた 両

手で強く圧迫します。 

肘を曲げたり、斜め方向か

らの圧迫は行わない。 

音声ガイダン

スに従い作業

を行う。 

汗やアクセサ

リーは感電の 

恐れがあるため取り除く。 

 

 

 

 

 

 

民泊会員の皆さんも挑戦‼ 

人工呼吸では、上手く 

胸を膨らませることが 

出来ずに悪戦苦闘。 
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「あれは何、かわいい花が咲いてるけど。」 

びっくりして声をかけてくる人が多いようですが
『ひまわり』です。 

日照り続きで、十分に水分を確保できずに育った
ひまわりが、成長しきれないうちにツボミを  
つけ、花が開いたようです。 

大きいひまわりでも、腰の高さ程度しかなく、 
殆んどのひまわりが膝丈サイズです。 

小柄ではあるものの、見下ろすひまわりもとても
珍しく、愛らしさもありますよ。 

  

日照り続きの７月、8月。 

大豆の成長に大きく影響するだろうと心配して

いましたが、思ったより青々と大きく成長して

います。 

今年は台風の発生率も高いので、今後の天気も

気になりますが、無事収穫の11月を迎えてくれ

たらと思います。 

 

 

 

 

  民 泊 体 験  

ジェット旅行様 

【8/3（金）～4（土） 1泊2日】 

福岡県を中心とした、小学生の団体

が、サマーキャンプの一環として 

奥浦を訪れ、波止釣り体験、船釣り

体験と民泊体験を行いました。 

福岡市内の子供たちだけでなく、北九州や山口、

広島、住む所や学年もバラバラ、下は7歳の子を

含む子供たちですが、ずっと前から知っていたか

の様に、良くおしゃべりをして、よく笑う元気な

子供たちでした。 

帰りの太古丸乗船前には、

つばきねこともふれ合う 

ことができ、五島を満喫 

してくれたようです。 

小さな紫色の

花も咲きだし

ています。 


